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創立 周年記念特集  

２０２１年１1月３0日 

全国漁業協同組合学校 

 

 

ー 寄稿特集 ― 

 

・全国漁業協同組合連合会 代表理事会長 岸 宏 様 

 

・元 全国漁業協同組合連合会 総務部長 濵﨑典由 様 

 

・元 岩手県重茂漁業協同組合 参事 横田有平 様 

 

・新潟県漁業協同組合連合会 専務理事 清田邦之 様 

 

・日本漁船保険組合 愛媛県支所  

執行役員 支所長 明比卓美 様 
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本年、10月 1日に、全国漁業協同組

合学校が創立８０周年を迎えられたこと

はたいへん喜ばしく、ＪＦグループを代表

し、心よりお祝いを申し上げます。 

  

   全国漁業協同組合学校（以下「組合学

校」という。）は、1941年（昭和 16年）

本会の附属学校として誕生し、今日に至

るまで協同組合精神を持った漁協職員

を全国の各浜へ途切れることなく送り出

し、ＪＦグループの発展に大きく貢献され

てきました。このことは歴代校長をはじ

め、講師、ＪＦグループ関係者の皆様の

多大なるご理解・ご支援の賜物であり、

深く敬意を表すとともに、感謝を申し上

げる次第です。 

 

ＪＦグループは、常に浜のあらゆる活

動現場を念頭におき、『運動方針』を掲

げ、漁業者とともに水産業の成長産業 

化に向けた浜の構造改革を進めており

ます。 

 

その構造改革の中で、我々は、漁業者

や漁業関係者を支えるＪＦグループ職員

の人材育成について、「ＪＦグループ唯一

の教育機関である組合学校をより積極

的に活用していくこと」をグループの中

で確認し、職員養成の支援を行っている

ところです。 
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しかしながら、不漁やコロナ禍等の影響は大変大きく、 

ＪＦグループ自身の課題として、事業モデルの変革や新た   

な付加価値化による事業の持続可能性の確立が求めら 

れており、柔軟な発想力、改革マインドを持った職員育成  

を急務としております。このことから、組合学校の存在意 

義が、より一層増しております。 

 

以上のような環境下にもあるため、組合学校では、既 

  に原論・実学重視の伝統も踏まえ、基礎コースにかかる 

カリュキュラムの充実や校外学習の拡充に取り組んでお 

られます。また、ＪＦグループのみならず広く一般に、漁協 

の業務内容紹介、職業としての漁協職員のイメージアッ  

プ、学校のＰＲなどホームページ等を通じた情報発信に 

ついて、鋭意取り組んでおられます。 

本会と致しましても、我がＪＦグループ全体を盛り上げ 

  ていくために、人材育成の拠点となる組合学校とさらに 

連携を密にしながら、これら取組みを進めてまいります。 

  

   結びに、組合学校におかれましては、漁協の幹部候補 

生養成にかかる一層の役割発揮と、卒業生の皆様のご活    

躍を祈念申し上げるとともに、ＪＦグループの益々の発展 

につながることをご期待申し上げ、創立８０周年記念にか  

かるお祝いのメッセージといたします。 

 

2021年１１月 

全国漁業協同組合連合会 

代表理事会長 岸 宏  

 

全国漁業協同組合連合会 

 代表理事会長   岸  宏 
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「19期と同窓会」 

組合学校が創立８０周年を迎えたという。

省みれば、私の入学が１９５８（昭３３）年だ

から、60 年以上前のことになる。今更なが

ら月日の経過の早さに驚く。 

  当時は、もはや戦後ではないと言われて

いた。たしかに東京タワーや、関門トンネル

の開通など、高度成長に向かう時期ではあ

った。しかし、社会生活はまだ貧しさから脱

けきれていない時代でもあった。 

  そんな頃、青雲の志を抱き全国の漁村か

ら江古田の杜に集まった若人は、５０数人

を数えた。たしかな数字は覚えていないが、

卒業したのは４６人だったように思う。 

（後述の記念誌「江古田」に49名入学、45

名卒業の記載がある） 

  その頃の組合学校は、江古田の杜の一角

に、高塀と立派な構えの門に囲まれた、古

色蒼然たる武家屋敷のような、二階建ての

日本家屋だった。そこに、学生寮と教務の

事務所などがあり、学舎は屋敷と廊下で繋

がった、間仕切りのない平屋の木造建であ

った。 

そこが、教室であり、食堂であり、集会所

でもあった。建物には、統計学の緑川敬先

生（立正大学教授）の揮毫で「津守講堂」と

掲額されていた。 

学生生活は、今となっては楽しい、そし

て懐かしい思い出ばかりであるが、語りつ

くせない。思い出話は、他の寄稿者に譲っ

て、ここでは１９期の同期会活動の一端を

紹介する。 

  同期会は一休会という。会則さえ備えて

いない一休会が長く続いたのは、何といっ

ても仲間の結束の固さが第一だと思う。一休会という名称の提 

案者は、不肖私だ。１９期の一九をもじったものだが、ゆっくり、 

のんびり、一休みしながらやっていこうとの思いを込めたもので 

あった。 

   一休会のそもそもを語るとき、忘れることのできないのは宮田 

一夫の存在である。彼は病を得て早逝したことが残念でならな 

い。私が世話になった当時の全漁連には、学校の先輩は一人だ 

けで、１９期以降事業の拡大と相まって、同窓も次第に増えてき 

た。今後おそらくあり得ないことだが、宮田、藤井、濵﨑と１９期 

が三人揃うという稀有な状況が生まれた。仕事を終え、一人が 

声を掛けるとすぐに集まって、一献傾けるということを繰り返し 

ていた。そんなことも、宮田の献身的な努力と相まって、自然発 

生的に一休会の誕生に繋がったのである。 

一休会の連絡事項、金銭管理等の事務的事項は藤井保男が 

担ってくれた。彼は優れた能力の持ち主で、完璧に仕事をこなし 

てくれた。そんな彼も７０歳の声を聞くことなく惜しくも亡くなった。 

  一休会では、特に周期は決めていなかったが、３年を目途に、 

大会と称して全国的に同期会を開催してきた。 

  卒業２０年（東京）２５年（東京）３０年（沖縄かりゆしビーチ）と 

続き、その後、鹿児島（枕崎）静岡（松風苑）愛媛（松山）愛知（蒲 

郡） 岩手（花巻）宮城（秋保）と都合９回開催している。特徴的な 

大会について付記する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第 19期生 

出身地：長崎県 元全国漁業協同組合連合会 

総務部長 濵﨑 典由 
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 ― ２０年大会 ― 

   ２０年大会では、宮田を中心に長い時間

をかけてやっと完成をみた、１９期生記念誌

「江古田」（写真参照）を会員に配布した。

「江古田」は、１年間の学校生活を総括的に

記録したもので、学校のカリキュラムから行

事、寮生活の様子から講師の言葉、仲間か

ら募った投稿などからなる、まさに宮田の

努力の跡が垣間見られる冊子であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― 鹿児島大会（１９９７（平９）年１０月） ― 

   鹿児島大会は、宮田の故郷であり、病気

療養で入院中の枕崎で開いた。彼は大会

には参加できなかったが、病院側の特別の

許可を受けて、ホテルの一室で、本大会に

参加している仲間と再会し、短時間ではあ

ったが親しく言葉を交わす機会が持てた。 

その後、宮田はどうしても大会に参加し

たいと懇願するも、もとより、それは叶わぬ

ことであった。 

  

― 宮城大会（２０１２（平２４）年１１月） ― 

宮城大会は秋保温泉で開いた。仲間に東北出身者が多く、東 

日本大震災の被害者を励ます意味を込めての開催であった。 

当日の東北からの出席者は、佐々木昭夫、伊藤武佐、小野寺 

憲雄、赤間秀雄の４名であった。４人からは被災当時の貴重な 

体験が語られたが、涙なしには聞けなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

翌日は、仙台タクシーで始めた、大震災の被災地を案内する語 

り部タクシーを利用し、仙台港周辺、名取、荒浜、塩釜、松島と 

回り、震災の様子、復興の状況等の説明を受けた。昼食は松島 

名物の牡蠣料理を堪能した。 

  会員も高齢に達したし、宮城大会を最後に一休会の解散を私 

から提案するも、会員諸兄は皆、お若い。まだやるぞ、との声が 

多く、一人でも参加者があれば続けようということになり、形式 

的には存在しているものの、その後は休止状態にある。（文中 

敬称省略） 
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【前列左：横田氏】 

 

 

 

 

 

 

 

 

「組合学校と私の人生」 

 

創立８０周年おめでとうございます。 

私は初代重茂漁協の組合長西舘善平

氏の勧めにより、有給で入学させて頂きま

した。寮は途中から新築されましたが、当

初は古民家で夜な夜な幽霊が出る噂もあ

りました。共同生活の中で勉強に勤しみ、

休日には早慶戦を観戦したり懐かしく思

い出します。卒業後漁協に復職し、平成 

１３年参事職を最後に退職。翌年２月宮古

市議選に立候補し当選、以後３期１２年勤

めました。内８年経済常任委員長として働

きました。任期途中の平成２３年３月１１日

にあの大震災に遭遇しました。 

  さて、青森県六ケ所村の海洋汚染が社

会的問題視されて以来、これを看過する

ことはできない思いから、平成１７年１００

余名で「三陸の豊かな海を守る会」を立ち

上げました。その共同代表をしています。

青森県も福島県も放射性廃液を海洋放

出するなど許されるものではありません。

全漁民が立ち上がるべきです。 

 

 

 

 

 

 

 

組合学校は私にとって日本の中心東京の鼓動の中、 

社会的変革に触れ学友との共同生活で人生の基礎を築 

いたと自負し誇りであり心のふる里です。重茂地区では、

２１名の卒業生がいて、これからも続けばと思っています。 

そして全国２６００余名の同級生は漁業の先駆者であっ 

てほしいと願います。卒業後６２年経った今も数人の方 

と家族旅行したり親交を深めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第 21期生 

出身地：岩手県 元岩手県重茂漁業協同組合 

参事 横田 有平 

鶴ヶ城（福島県・会津城） 

【前列左前：横田氏】 
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【写真 ： 恩師 山本辰義先生 米寿お祝い】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みなさんのご健勝と組合学校のさらなる発展を 

ご祈念します。 
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「第 37期生同窓会開催」 

～40余年ぶりの同窓生との再会に感激！～ 

 

全国漁業協同組合学校が創立 80

周年を迎えられましたことを、卒業生の

一員として心からお慶び申し上げます

とともに、今日まで本校の運営にご尽

力されました関係の皆様に衷心より感

謝申し上げる次第であります。 

 

私が本校の門をくぐったのは、今

から 45年前の 1976年の 4月のこと

でした。現柏校舎の 2期生であり、

施設も真新しく勉学に勤しむ絶好の

環境下にありました。 

  第 37期生は、北は北海道から南は 

沖縄県までの 25都道府県から総勢 64 

名の精鋭(?)が集まり、寝食を共にし 

ながら一年間の学生生活を送りまし 

た。 

  幸い一人の落伍者もなく、64名全 

員が無事卒業することが出来ました。 

   

あれから 40余年の歳月が流れまし 

たが、去る 2018 年 7 月 21 日(土)に

柏市豊町の組合学校において、第 37

期生の卒業後初の同期会を開催しま

した。開催にあたっては、岩手県の高

坂勇一さん、高知県の竹内三展さん及

び小生の 3名が幹事役を務め、同期生

の消息を確認しながら出席の呼びか

けを行った結果、17 名が出席されま

した。 

 

   

 

当日は、来賓として吉田博身校長、高橋忠志同窓会 

長並びに山本義樹(株)漁協経営センター社長のご臨 

席を賜り、それぞれ祝辞を頂くとともに、同校の河村 

浩史学監から組合学校の現況報告が行われた後、同 

期生の近況報告等が行われ第一部を終了しました。 

第二部は、南柏駅前の「魚問屋 魚一商店 南柏総 

本山」を会場に、懇親会が開催され、学生時代の思い 

出話しに花を咲かせるとともに、母校の末永い繁栄 

を願い終始盛会のうちに幕を閉じました。 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

創立 80周年を迎えた本校が、全国唯一の漁業協同 

 組合の教育機関として、さらに飛躍されますよう祈 

念し、お祝いの言葉といたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 37期生 

出身地：新潟県 新潟県漁業協同組合連合会 

専務理事 清田 邦之 

【上段右 2番目：清田氏】 

右上 
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「組合学校への思い」 

 

全国漁業協同組合学校の創立

80周年を心よりお祝い申し上げ

ます。 

   今から 41年前の昭和 55年に

第 40期生として組合学校を卒業

し、1年間の地元市役所勤務を経

て、愛媛県漁船保険組合（現在の

日本漁船保険組合愛媛県支所）に

就職して早や 40年が過ぎようと

しておりますが、その間の平成 3

年バブル崩壊、平成 13年当支所

付保練習船「えひめ丸」のハワイ沖

衝突沈没事故、平成 23年東日

本大震災、平成 29年全国の漁船

保険組合の組織統合一元化、令

和 2年新型コロナウイルス感染症

等の様々な出来事への対応を教

訓に、今更ですが改めて時間の有 

 

組合学校時代を振り返れば、当時は現在では

想像がつかない学生数 67名という大所帯の

全寮生活の中、高熱で寮内療養の末入院する

羽目になったという苦い経験がありますが、同

期の皆さんからの着替えの提供等の心配りに、

流石
さ す が

、協同組合精神（相互扶助理念）から成る

組合学校だなと感動したことを思い起こします。

紙面をお借りし、学監はじめ同期の皆さんに感

謝申し上げます。そこで勝手ながら、組合学校

への恩返しの意味からも「協同組合精神を明日

につなぐ」ために、卒業生の皆さん総力を挙げ

て、これからも将来の漁業を守る漁村指導者の

プロを養成する組合学校を応援して行こうでは

ありませんか！！ 

   最後に、90周年、100周年と限りなき将来  

に向けて、益々活力と魅力ある組合学校となり   

ますことをご祈念申し上げ、創立 80周年記念 

の寄稿とさせて頂きます。 

効活用の大切さを痛感していると

ころです。 

 

 

 

 

 

第 40期生 

出身地：愛媛県 日本漁船保険組合 愛媛県支所 

執行役員 支所長 明比 卓美 

【支所幹部懇親会にて（右下：明比氏）】 


